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2013 年 4 月から洋図書に RDA を適用します(2) 

 

国立国会図書館では、2013 年 4月 1日から、外国刊行の洋図書等の目録規則として“Resource Description and 

Access”（RDA）の適用を開始しました。本誌 2013年 1号（通号 24号）では、“Anglo-American Cataloguing Rules, 

second edition”（AACR2）から RDA への主な改訂点と、当館における適用についてご紹介しましたが、今回は、

実際に RDAを適用して目録を作成する中で問題となった点をいくつかご紹介します。 

 

1. 転記の規則の変更                                                                     

版表示、出版地、出版者などについて、AACR2では、略語を使用するなど簡略化して記録していましたが、RDA

では、資料にあるとおりに記録することになりました。また、責任表示については、AACR2 では省略するものと

されていた称号（収録すべきものとして規定されている称号を除く）や所属機関も、RDA の本則ではそのまま記

録することになっています。 

しかし、現在の書誌フォーマットや OPAC 表示では、そのまま記録することにより、情報が見にくくなってしま

うことがあります。 

例えば、責任表示の場合、資料では著者名と所属機関の違いがフォントやレイアウトにより明確であっても、

書誌データ上ではそれらの区別がつきにくくなることがあります。そのため、当館では、重要な情報を損なわな

い範囲で省略することを認めている任意規定を採用し、責任表示の肩書きや所属機関は基本的に記録しないこと

にしました。 

 

 

図 1 本則に基づき、資料のとおりに転記した例 

 

 

図 2 任意規定に基づき、肩書き等を省略して転記した例 

 

2. 資料の内容や形式の記録                                                            

AACR2 では、資料の内容や形式を、「一般資料表示」という一つの要素として記録していました。RDA において

は、内容と形式とが整理され、Content Type、Media Type、Carrier Typeという三つの要素として記録すること

になりました。これらの要素は、記述に使用すべき語句が規定されており、それらのうち、記述対象の資料に該

当するすべて、もしくは資料中で優勢なものを記録することになっています。 

当館で採用している MARC21フォーマットでは、これらは 336（Content Type）、337（Media Type）、338（Carrier 

Type）という三つのフィールドに記録します。図 3 は DVD の付録がある絵本の例ですが、336 のうち、上の二つ

は絵本の内容、三つめは DVD の内容についての記録です。337 と 338 は、一つめが絵本、二つめが DVD について

の記録で、それぞれ再生方法と媒体を表しています。 

http://access.rdatoolkit.org/�
http://access.rdatoolkit.org/�
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8103221_po_2013_1.pdf?contentNo=1
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図 3 DVDの付録がある絵本の例 

 

これらのうち、Content Type については、当館では、すべてを記録するのではなく、RDA の別法に従って、主

要と判断したもののみを記録することとしています。例えば、図版の豊富な資料のうち、絵本と漫画の Content 

Typeには、text だけでなく still imageも記録することとしましたが、これら以外の図版が豊富な資料に still 

imageと記録するかどうかは、目録作成者の判断に委ねています。 

 

3. 「関連」の記録                                                                  

当館の書誌データにおいては、アクセスポイントの関連指示子を不採用としている他、関連する資料（異版な

ど）も今までどおり注記フィールドに記録しています。「関連」に関しては AACR2 との違いが大きい部分ですが、

システム上の制約等により、残念ながら実現できていません。 

 

RDA は FRBR（Functional Requirements for Bibliographic Records：書誌レコードの機能要件）に基づいて作

成されていますが、この特性を生かしたデータベースを構築するには、MARCフォーマットやそれに対応したシス

テムでは限界があると考えられます。すでに米国議会図書館（LC）では、MARCフォーマットに代わる新たなフォ

ーマットのための書誌データモデル（BIBFRAME）が検討されています。当館においても、より使いやすく探しや

すいデータベースにしていくために、今後、どのようなフォーマットやシステムを選択していくのかが重要な課

題となります。 

 

（外国資料課 整理係） 

http://www.ifla.org/publications/functional-requirements-for-bibliographic-records�
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Web NDL Authorities の典拠データを用いた番組情報ネットワークアプリケーションの試作 

 

有安 香子（NHK放送技術研究所） 

1. はじめに                                                                     

NHK 放送技術研究所（NHK技研）では、デジタル化が進み、放送をとりまく環境が大きく変わる中で、放送サー

ビスの将来像を提案し、これを実現するための研究開発に取り組んでいます。例えば、放送と通信を組み合わせ

ることで、見逃した番組を VOD(ビデオ・オン・デマンド)サービスで観るなどの可能性が広がりますが、毎日放

送される膨大な量の番組から観たい番組を見つけることは容易ではありません。こうした問題を解決するために、

NHK 技研ではこれまでに、放送局の中に集積されたデータを使い、番組内容の類似度を元にした番組推薦手法の

提案をしてきました[1]。この度、放送局のデータだけでなく、インターネット上に公開されている国立国会図書

館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）の典拠データを使うことで、番組同士の関係性をわか

りやすく表示し、視聴者が観たい番組を見つける手助けとなるような「番組情報ネットワークアプリケーション」

を試作したのでご紹介します。 

 

2. 番組情報ネットワークアプリケーションの試作                                                                  

 情報番組や教養番組など、ある番組をきっかけにさまざまな話題に興味や関心が広がる番組に関して、番組同

士の意味的な内容のつながりを上手に表現するアプリケーションを試作しました。具体的には、Web NDL 

Authorities から提供されている国立国会図書館件名標目表（NDLSH）の典拠データを活用しています。NDLSH の

上下概念や関連語として得られる典拠データ同士の意味的なつながりをもとに「語彙グラフ」を作成し、作成し

たグラフに番組内容をマッピングすることで、番組情報ネットワークを作りました。語彙グラフにマッピングす

る番組内容を表すデータとして、デジタル放送で使われる EPG ( Electronic Program Guide )の「番組タイトル」

「サブタイトル」「出演者」データを使用しました。 

http://id.ndl.go.jp/auth/ndla�
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図 1 番組情報ネットワークアプリケーションの画面例 

 

図１はタブレット端末向けに試作した番組情報ネットワークアプリケーションの画面例です。ほうれん草の活

用術を題材とした番組（画面中 A 2013/01/29放送）の「葉酸が認知症に効果的だ」という番組内容から、「葉酸

（画面中 B）」と「認知症（画面中 C）」の語彙がリンク付けられています。 更に「DHA が認知症と脳梗塞に効果

的だ」という内容の番組（画面中 D 2011/11/22放送）から「脳梗塞（画面 E）」の語彙がリンクづけられ、脳梗

塞を扱った番組（画面 F 2013/03/04 放送）へとつながっています。このように Web NDL Authorities の典拠デ

ータそのものと、その関係性を視覚的に表現することで、番組同士の内容のつながりを直感的に理解しやすくし、

視聴者の興味や関心に沿った、新たな番組の発見に役立つ情報を提示できます。 

今後は、扱う語彙数や番組数を増やすことを前提とし、使いやすく理解しやすい情報の表現方法を提案すると

ともに、実際のサービスとして提供するためのシステム設計などの改良を加える予定です。 

 

有安 香子 

（ありやす きょうこ NHK放送技術研究所） 

 

[1] 有安香子ほか. ソーシャルテレビに関する一提案 ‐番組コメント解析に基づいたコンテンツ推薦‐. 電子

情報通信学会 HCG symposium 2009.  A8-4. 

  



 
NDL 書誌情報ニュースレター2013 年 3 号（通号 26 号） 
 
 

-5- 
 

英国図書館における NDLSH 付与作業と Web NDL Authorities の活用 

 

【はじめに】                                                                     

2013年 6月 24日、英国図書館（BL）のヘイミッシュ・トッド氏（Mr. Hamish Todd、日本・韓国研究部門主任

キュレイター）および大塚靖代氏（日本研究部門キュレイター）が来館し、当館収集書誌部収集・書誌調整課の

職員と懇談を行いました。 

 

懇談のテーマは二つです。一つは、当館の目録作業システムにおける日本語対応についてです。BLでは当館と

同じ図書館統合システムを導入しており、日本語入力方法の参考にしたいということで、当館の目録作業システ

ムにおける日本語対応のためのカスタマイズについて説明しました。 

 

もう一つのテーマは、国立国会図書館件名標目表（NDLSH）と米国議会図書館件名標目表（LCSH）との連携につ

いてです。当館では、2004 年の NDLSH 改訂以来、個々の NDLSH に対応する LCSH を記録しており、また、国立国

会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）では、NDLSH から LCSH へのリンクを提供して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 懇談において当館からこの NDLSHと LCSHとの連携を説明する中で、BLにおける日本語資料の目録への NDLSH

付与や Web NDL Authorities活用についてお話を伺うことができました。本稿ではその概要を報告します。 

 

 

LCSHへリンク 

対応する LCSH 

図 1 NDLSHから LCSHへのリンク例 

http://id.ndl.go.jp/auth/ndla�
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【BL における NDLSH付与作業と Web NDL Authorities の活用（トッド氏、大塚氏談）】                        

BL の目録作成にあたっては「BL Standard」と呼んでいる基準があり、この基準に則して件名標目には LCSHを

適用しています。日本語資料の目録作成は日本研究部門で行っていますが、日本語資料の目録には LCSHだけでな

く NDLSH も併せて付与しています。BL の日本研究部門では、NDLSH は日本に関する主題をより的確に表現できる

件名標目だと考えているからです。 

 

また、日本十進分類法新訂 9 版（NDC9 版）の分類記号も付与しています。NDC については、現在、特に何かに

利用しているわけではないのですが、ひょっとしたら将来的に何らかの利用可能性があるかもしれないと考えて

いるからです。 

 

そして、これら LCSH、NDLSH、NDCの付与作業において、国立国会図書館が提供している Web NDL Authorities

を大いに活用しています。Web NDL Authorities では、NDLSH から LCSH へのリンクがあるので、両方の件名標目

を付与する際にはとても参考になります。また、個々の NDLSHには対応する NDCの記号が入力されていますので、

こちらも役立っています。 

 

BL の日本語資料の整理では、主に、OCLC や国立情報学研究所（NII）の書誌データを利用してコピー・カタロ

ギングを行っています。コピー元のデータには基本件名標目表（BSH）の件名標目が付与されていることがありま

すが、NDLSHに置き換えています。BSHは NDLSHよりも構造的に単純で語彙も少なく、的確な主題表現ができない

場合があるからです。また、コピー･カタロギングによらず、オリジナルで日本語資料の目録を作成することも少

なくありません。いずれの場合でも、Web NDL Authoritiesを参考にしています。 

 

BL では MARC21 フォーマットを採用しています。LCSH をフィールド 650（件名標目を記録する正規のフィール

ド）に入力し、それに対応する NDLSH の標目形をフィールド 880（正規のフィールドに入力したデータの、他の

字形による表現を記録するフィールド）に入力しています。フィールド 880 のこの使い方はイレギュラーなもの

ですが、どうしても NDLSHを記録したいので BL内で相談し、このような形にしています。件名標目の細目は MARC21

フォーマットではサブフィールドで区切って記録しますが、フィールド 880 へ NDLSH を記録する場合は、細目は

サブフィールドで区切らずに入力しています。 
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BL のオンライン目録では、NDLSH は「Subject」の項目ではなく、全項目検索において検索対象となっています。

入力した NDLSHは、一般利用者の検索のためにというよりも、BLのスタッフが日本研究に関するレファレンス・

ワークのために活用しています。 

 

LCSHに加えて NDLSHを付与することは、確かに手間のかかることですが、日本研究を支える充実した目録を作

成するためにも必要なことだと考えて作業を行っています。国立国会図書館には、これからも NDLSHと LCSHとの

連携を継続し、また、NDLSH や Web NDL Authorities をより充実させていくことを希望します。今後も大いに活

用したいと思います。 

 

【おわりに】                                                                     

BL において NDLSH を付与し、また、Web NDL Authorities を活用していただいていることを嬉しく思うととも

に、とても興味深いお話を伺えたことについて、トッド氏および大塚氏には改めて感謝いたします。 

懇談の中で、「日本関係の主題に対応する NDLSH はあっても、LCSH がないことが稀にあります。このような場

合、どのように対応すべきか、何かアドヴァイスをいただけますか？」と大塚氏から質問を受けました。「LC の

SACO（Subject Authority Cooperative Program、米国議会図書館が行っている件名典拠の共同作成プログラム）

に LCSH 新設のリクエストをしてみるとよいと思います。」と答えたところ、「確かにそのとおりですね。帰国した

ら BL内で確認してみましょう。」とのお返事でした。 

当館では他機関からのリクエストによる NDLSH 新設は行っていません。NDLSH をより充実したものに、という

要望に応えるための方法として考えてみたいところです。 

大柴 忠彦 

（おおしば ただひこ 収集・書誌調整課） 

図 2 BL オンライン目録における日本語資料の書誌データ例 

＊LCSH 

 
 

＊NDC９版分類記号 

＊NDLSH 

 

http://www.loc.gov/aba/pcc/saco/�
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おしらせ：「書誌データ利活用説明会」を開催します 

 

2012年 1月から新しい全国書誌提供サービスが開始され、各図書館システムにおける全国書誌データの取込機能

（NDLサーチの API利用、MARC 形式ファイルの取り込み機能等）の実装が進みつつあります。全国書誌データの利

活用を推進するため、より多くの図書館システムに同機能が実装されることを目的とし、おもに図書館システムを

扱うベンダーを対象に、各種図書館における全国書誌データの利活用事例および当館の全国書誌データ提供の仕組

みを具体的に紹介する「書誌データ利活用説明会」を開催します。ベンダーの方以外にも、図書館のシステム担当

者、全国書誌データの利活用に関心のある方のご参加もお待ちしています。 

 

＜説明会の概要＞ 

 日時 2013 年 11 月 1日（金）午後 1時 30分から午後 3時 30分（午後 1時から受付開始） 

 会場 国立国会図書館 東京本館 新館３Ｆ大会議室 

 内容 

・国立国会図書館が提供する全国書誌提供サービスの概要 

・全国書誌データの利活用事例紹介 ― 公共図書館、学校図書館、専門図書館からの報告 

・全国書誌の利活用方法：システム実装のために 

 

参加をご希望の方は、下記のページで申込み方法をご確認の上、2013年 10月 25日（金）までにお申し込みく

ださい。 

http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/20131101briefing.html 

 

お問い合わせ先 

国立国会図書館 収集書誌部 収集・書誌調整課 書誌調整係 

電話：03－3581－2331（内線 24550） 

 

（収集・書誌調整課） 

  

http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/20131101briefing.html�
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おしらせ：WorldCat を通じた JAPAN/MARC(S)データの提供を開始しました 

 

国立国会図書館は、OCLC の WorldCat を通じて JAPAN/MARC(M)データ（単行資料の全国書誌データ）の提供[1]

を 2010 年 11月 9日から行っています。2013年 7月 11日からは、JAPAN/MARC(S)データ（逐次刊行資料の全国書

誌データ、約 15万件）の提供も開始しました。 

これにより、すべての全国書誌データを WorldCatでご利用いただくことができます。ただし、これまでどおり

WorldCatを通じた図書館間貸出には対応しません。 

 

（収集・書誌調整課） 

 

[1]国立国会図書館. “OCLCを通じた国立国会図書館作成書誌データ(JAPAN/MARC)の国際的提供について”.  

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/oclc_agreement.html, (参照 2013-08-06). 

  

http://www.worldcat.org/�
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/oclc_agreement.html�
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おしらせ：雑誌記事索引データ項目一覧をホームページに掲載しました 

 

2012年 1月から、国立国会図書館蔵書検索・申込システム（NDL-OPAC）で検索した雑誌記事索引データを 1件

ずつあるいは複数件まとめて、MARC 形式など複数の形式でダウンロードできるようになりました。 

2013年 7月、雑誌記事索引データ項目一覧（平成 25年 7月 12日付）をホームページに掲載しました。雑誌記

事索引を構成するデータ項目について、フィールドごとにデータ内容を説明しています。 

ダウンロードした雑誌記事索引データを加工して利用する場合などにお役立てください。 

 

（逐次刊行物・特別資料課） 

 

  

https://ndlopac.ndl.go.jp/�
http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_select.html#data�
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おしらせ：件名作業指針の改訂版を公開しました 

 

国立国会図書館では、件名標目付与作業、件名典拠作業の際に用いる当館マニュアルである「件名作業指針」を

ホームページで公開しています。 

このたび、改訂した「件名作業指針（2013 年 7 月現在）[PDF File 745KB]」を公開いたしました。「国立国会図

書館件名標目表 細目一覧（2013年 7月現在）[PDF File 337KB]」と併せてご利用ください。 

 

（収集・書誌調整課） 

  

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/kenmeimanual.pdf�
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/kenmeisaimoku.pdf�
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/kenmeisaimoku.pdf�
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コラム：書誌データ利活用(1) ―各種機能のご紹介 

 

国立国会図書館（NDL）では、作成した書誌データの利活用のために様々な取組みを行っています。NDLの役割

の一つとして、全国書誌を作成し提供することがあります。全国書誌とは、NDL が収集整理した国内出版物と外

国刊行日本語出版物について、標準的な書誌情報を広く国の内外に速報するものです。全国書誌データを利活用

していただけるよう、当館では様々な機能を用意しています。 

本稿では、全国書誌データを取得するための各種機能の概要について、ご紹介します。 

 

１. 全国書誌データの提供                                                                   

NDL は、作成した全国書誌データを、様々な方法やタイミングで提供しています（図 1参照）。国立国会図書館

蔵書検索・申込システム（NDL-OPAC）からは、作成後に即時提供し、国立国会図書館サーチ（NDL サーチ）から

は、NDL-OPACでの提供からおおむね 2日後に公開しています。 

また、全国書誌データは、地図資料およびアジア言語資料を除き、書誌データが完成する前に、新着書誌情報

として提供しています。 

 

図 1 国立国会図書館作成書誌データの提供フロー 
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2. NDLサ－チ                                                                   

NDL サーチ（図 2 参照）は、国内の各機関が持つ豊富な「知」を活用するためのアクセスポイントとなること

を目指して開発された検索サービスです。NDL が所蔵する図書館資料のほかに、デジタル資料やレファレンス情

報、さらに他機関の資料を検索することができます。 

 

図 2 簡易検索画面 

NDL サーチから当館書誌データを取得する方法は、外部提供インターフェース（API）と RSS配信の二つがあり

ます。 

一つ目の API には、検索用 API とハーベスト用 API があります。どちらも他の図書館システムなどから機械連

携で全国書誌データを含む当館書誌データを利用することができます。詳しくは、NDL サーチの「外部提供イン

タフェース（API）」ページをご覧ください。 

二つ目の RSS 配信では、あらかじめ RSS リーダーなどに登録しておくことで、全国書誌データの最新の情報を

入手することができます。機能の概要については、本誌 2013年 1号(通号 24号)で紹介しています。 

 

3. NDL-OPAC                                                                   

NDL-OPACは NDLの蔵書目録ですが、全国書誌データを提供するためのツールでもあります。全国書誌提供サー

ビス画面（図 3 参照）で、資料の区分（「図書」「非図書」「逐次刊行物」「全て」）と日付（1 日単位）を決

めて、全国書誌データの集合を作成し、書誌データをダウンロードできます。また、検索結果一覧画面や書誌情

報画面からも書誌データをダウンロードできます。 

http://iss.ndl.go.jp/�
http://iss.ndl.go.jp/information/api/�
http://iss.ndl.go.jp/information/api/�
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8103221_po_2013_1.pdf?contentNo=1
https://ndlopac.ndl.go.jp/�
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図 3 全国書誌提供サービス画面 

 

ダウンロードするファイルは、エンコード（Unicode / UTF-8 または SHIFT-JIS）とファイル形式（標準形式、

MARC 形式、引用形式、記号区切り形式など）を選択できます。ファイル形式で「MARC 形式」を選んだ場合は、

JAPAN/MARC MARC21フォーマットでダウンロードされます。必要に応じて、Web変換サービスを用いダウンロード

したファイルを JAPAN/MARC 2009フォーマットに変換することも可能です[1]。 

 

4. Web NDL Authorities                                                                   

国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）は、NDLが作成し維持管理している典

拠データを提供するツールです（図 4参照）。キーワード検索または分類記号検索を行って典拠データを検索し、

その詳細情報画面から著者名または件名で NDL サーチを検索することにより、典拠データを活用した全国書誌デ

ータの検索ができます。 

また、典拠データを RDF形式でダウンロードしたり、SPARQLを用いて外部から検索したりできます。 

http://id.ndl.go.jp/auth/ndla�
http://iss.ndl.go.jp/ndla/model/�
http://iss.ndl.go.jp/ndla/sparql/�
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5. おわりに                                                                   

今回のコラムでは、全国書誌データを利用するための機能を簡単にご紹介しました。次回は、具体的な事例を

もとに、API の利用方法や JAPAN/MARC MARC21 フォーマットの取込方法など、書誌データの利活用をさらに詳し

く紹介しますので、ご期待ください。 

また、全国書誌データの利用についてのご案内をホームページに掲載していますので、こちらもご覧ください。 

 書誌情報提供サービス 

 

（収集・書誌調整課 書誌サービス係） 

 

[1]「NDL-OPACからの書誌データダウンロード利用ガイド」をホームページに掲載していますので、ご覧くださ

い。 

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/syoshiservice.html#OPAC (参照 2013-8-13) 

. 

  

図 4 トップページと詳細情報

 

 

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/syoshiservice.html�
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/syoshiservice.html#OPAC�
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掲載情報紹介 

 

2013年 6月 26日～2013年 9月 25日に、国立国会図書館ホームページに掲載した書誌情報に関するコンテンツ

をご紹介します。 

 

・Unicode外の文字リストを更新しました。  

（掲載日：8月 15日） 

 

・「国立国会図書館件名作業指針（2013年 7月）」を掲載し、「分類・件名(NDLC、NDLSHなど)」を更新しました。  

（掲載日：8月 14日） 

 

・「雑誌記事索引データ項目一覧」を掲載しました。 

（掲載日：7月 18日） 

 

・「書誌データ Q&A」を更新しました。  

（掲載日：6月 26日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NDL 書誌情報ニュースレター（年 4 回刊） 
2013 年 3 号（通号 26 号） 2013 年 9 月 26 日発行 
編集・発行 国立国会図書館収集書誌部 
〒100-8924 東京都千代田区永田町 1-10-1 
E-mail: bib-news@ndl.go.jp（ニュースレター編集担当） 

 

http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/jm.html�
http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bunruikenmei.html�
http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_select.html#data�
http://www.ndl.go.jp/jp/data/opac_syoshiqa.html�
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